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知恵が深まれば悩みも深ま り、知識が増せ

ば痛みも増す。

(コ ヘ レトの言葉 1章 18節 )

「人生不可解な り」とい う言葉があります。
コヘ レトは不可解 としか思えない人生に意味

を見出そ うと、この世界に起 こることの一切

を知ろうと努めま した。 しか しそれは大変な

仕事で、自ら志 したとはいえ苦 しみに満ちた

ことでありました。

紀元前 6世紀に生きた中国の思想家、老子

は 「学を絶たば憂い無か らん」 と説いていま

す。 これは 「勉強するな、そ うすれば思いわ

ず らうことはなかろう」 とい うことで、奇 し

くもコヘ レ トの言葉 とよく似ています。確か

に本など読まず、何も考えることがなければ、

人間は幸せで、社会ももつと平和で、楽 しい

ものとなるのかもしれません。

しか し人間はたいがいの場合、小 さい時か

らいやでも勉強 しなければな りません。その

中でも、コヘ レ トは一大決心をして、世界に

起こることすべて知ろうと熱心に探究 し、知

恵 を尽 くして調べたのですが、その結果は、
「どれもみな空 しく、風を追 うようなことで

あった。」コヘ レトがどんなに学び、考えてみ

てもどれ も空 しかつた、不可解な人生の意味

を解 くことは出来なかった、とい うことです。
コヘ レトにはもともと「なんとい う空 しさ、

なんとい う空 しさ、すべては空 しい」 とい う

問題意識があつて、そこから、空 しくないも

のを求めて探究を始めたのですが、知恵 と知

識をいくら極めても空 しさを克服する道は見

つか りません。いくら努力 したか らと言つて

も、彼の悩みを解決することは出来なかつた

のです。 こうしてコヘ レ トは知恵 と知識の探

究に見切 りをつけるのですが、さて私たちも

これに習つて、勉強はもういい、知恵 と知識

の習得に意味はないとい う結論になるで しょ

うか。実はそ うではありません。

私たちにはコヘ レトの知 らなかつたもの、

新約聖書の教えが与えられています。「自分は
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何か知つていると思 う人がいた ら、その人は

知 らねばな らぬことをまだ知 らないのです」

(第一コリン ト書 8:2)。
これは、「わたしは太陽の下に起こることを

すべて見極めた」 と言つているコヘ レ トの知

らなかつたことであ りま した。 どんなに学問

をきわめた人であつても、知 らないことがあ

ります。多 くの一流の学者が言つているよう

に、深 く見極めたとい うその先に、さらに大

きな謎が広がっているのです。

神のなされることが人間には愚かに見えた

としても、神はどんなに知恵のある人よりは

るかに賢いのです。 しか しそのことは人間に

とつて悔 しく、嘆かわ しいことではあ りませ

ん。かえって大いに喜ぶべきことなのです。

人間がどんなに知恵をふ りしばつても、神

のお られるところにたどりつ くことは出来ま

せん。神様抜きの人間の知的な活動がある程

度のことをなしとげることが出来た としても、

結局は堂々巡 りになるか、破局を招 くものと

なるで しよう。 しか し神の内にある本当の知

恵や知識を求めてゆくとき、コヘ レ トCiD陥 っ

た空 しさの底を突き抜けることが出来るので

す。「神によつてあなたがたはキリス ト・イエ

スに結ばれ、このキリス トは、わた したちに

とって神の知恵 とな り、義 と聖 と贖いとなら

れたのです」。 (第一コリン ト書 1:30)
コヘレトは「すべては空しい」と言います

が、キリス トは空しさのきわみを生きられた
のです。「人生は不可解なり」と言いますが、

キリス トの人生こそ不可解そのもの、その究

極の姿ではないでしょうか。しかしキリス ト

は勝利されました。死で終わってしまう人生

に、死をもつてしても終わらない命を注入な

さいました。それは、キリス トにあって知恵

と知識は滅びないということです。
いま知恵と知識を深く見極めるごととは、

私たちにとつてキリス トを知ることです。そ
こに立ってみる時、人間の知的活動と、これ

に向けてのけんめいな努力も決して空しいも
のとはなりません。

(2016年 9月 18日 のネL拝説教より)
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